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Valence App Builder はノンコーディ
ングで簡単にアプリケーションを開発で
きるが、複雑な業務ロジックを伴うアプ
リケーションを開発する場合には、RPG
を組み合わせることも可能だ。

本稿では、Valence App Builder と
RPG とを組み合わせて連携するための
テクニックについて紹介する。

2.   Valence App 
Builderアプリ開発
方法

はじめに、Valence App Builder の
アプリケーション開発方法を確認してお
こう。Valence App Builder では、次
の 3 つのステップでアプリケーションを
作成する。

1　データソースの作成
2　ウィジェットの作成
3　アプリケーションの作成

「1　データソースの作成」では、ア

1. はじめに
Valence は、IBM i を Web 環境で活

用するモダナイゼーション開発・運用
ツールである。Valence には、次のよう
な特長がある。

・ローコード開発ツールによりアプリの
高速開発が可能

・ビジュアルな運用管理ツール群を搭載
・PC の Web ブラウザ、モバイル両方

に対応

Valence の特長の 1 つであるローコー
ド開発ツールが、「Valence App Builder」
である。Valence App Builder を使用
すれば、基幹システム開発に必要な入力・
更新・照会アプリケーションが、ほぼノ
ンコーディングで作成できる。

また、その作成方法はウィザードを使
用したシンプルな手法なので、操作に慣
れると、簡単なものであれば、ものの数
分でアプリケーションを作成することが
可能である。

プリケーションで使用するデータ元とな
る IBM i 上のファイルを選択し、「2　
ウィジェットの作成」では、データソー
スをもとに、表（グリッド）やグラフ等
のデータを表現するための部品を定義す
る。そして、「3　アプリケーションの作
成」では、1 つあるいは複数のウィジェッ
トを画面上に配置し、アクション（動作）
を定義することで、1 つのアプリケー
ションとして完成させるのである。【図1】

実際の開発手順は、次のとおりだ。ま
ず、データソースを作成する。データソー
スの作成は、IBM i の QUERY ユーティ
リティで、QUERY の定義を作成するの
と似ている。データソース作成ウィザー
ドを使用して、アプリケーションが使用
す る IBM i 上 の フ ァ イ ル と カ ラ ム

（フィールド）を選択・保存すればよい。
ウィザードではほかにも複数ファイ

ルを使用した時の結合条件や、データの
絞り込み条件、並び順なども指定できる。

【図 2】
次に、保存したデータソースをもとに
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尾崎 浩司
株式会社ミガロ.

RAD事業部 技術支援課

1. はじめに
2. Valence App Builder アプリ開発方法
3. Valence App Builder RPG 連携の基本
4. Valence RPG ToolKit 活用テクニック
5. さいごに

［Valence］

Valence App Builder 
RPG連携テクニック

略歴
1973 年 8 月 16 日生まれ
1996 年 3 月 三重大学 工学部卒業
1999 年 10月 株式会社ミガロ. 入社
1999 年 10 月 システム事業部配属
2013 年 4 月 RAD 事業部配属

現在の仕事内容
Delphi/400 を中心としたテクニカ
ルサポート対応や製品セミナーの講
師などを担当している。

Valence



143

図2　データソース作成ウィザード

図1　Valence App Builder　3つの開発ステップ

図3　ウィジェット一覧
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定する。
【1- ②】がプログラムのメイン処理で、

この中から Process サブプロシージャー
を 呼 び 出 し て い る。 呼 び 出 さ れ た
Process サブプロシージャー【1- ③】の
中に、アプリケーションに必要なロジッ
クを記述すればよい。

具体例を 2 つ紹介する。1 つ目は、商
品マスタメンテナンスの登録画面であ
る。【図 11】

フォームウィジェットを使用した簡
単なアプリケーションで、商品 CD、商
品名、単価を入力して、登録ボタンをク
リックすると、商品マスタに新規レコー
ドを追加する。この登録ボタンをクリッ
クした時に呼び出す RPG プログラム

（TEC010）が、【ソース 2】である。
【2- ①】のプログラム定義では、プロ

グラム ID の“TEC010”を指定している。
そして Process サブプロシージャーの
中に必要な処理を記述している。【2- ②】
は、Process サブプロシージャーの中で
使用する変数の定義である。【2- ③】は、
フォームウィジェット上の入力項目の値
を取得して、【2- ②】で定義した変数に
代入する処理である。

GetFormChar（文字）/GetFormNum
（数値）は、ウィジェットに定義された
カラム（フィールド）の値を取得するた
めに用意された Valence の API である。
【2- ④】がこのプログラムの主処理で、

この中でキーフィールドの重複チェック
および新規レコードの登録を行ってい
る。その中にある【2- ⑤】【2- ⑥】が、
処理結果を Valence アプリケーション
側 に 返 却 す る 処 理 で あ る。vvOut_
toJsonPair という Valence の API によ
り、処理結果が返却される。

こ の 命 令 の パ ラ メ ー タ に あ る
“success:true（false）”は、処理結果の
正常／エラーを表し、“msg”はエラー
等のポップアップメッセージを、“info”
は画面下部に表示されるお知らせメッ
セージを表す。

このプログラムを見るとわかるよう
に、Valence App Builder に お け る
RPG にはフリーフォーム RPG を使用す
るのだが、Valence の API を使用する
部分のみ、フリー形式（/free 〜 /end-
free）で記述しており、その他のロジッ
ク部分は、従来どおりの固定長形式で記
述している。

（フィールド）以外のファイルやフィー
ルドを内部的に更新することはできな
い。こうした Valence App Builder の
設定だけでは実現できない処理は、RPG
ロジックを追加することで対応する。

Valence App Builder では、下記の
タイミングから RPG プログラムを呼び
出して実行できる。

1　  グリッドの行やグラフをクリック、
あるいはウィジェットやアプリケー
ションセクションに追加したボタン
をクリックした時

2　  編集グリッド（Edit Grid）でレコー
ドの追加／更新／削除を行う時

3　  グリッド等でユーザーがフィルタ（絞
り込み）を行う時

1 については、アプリケーションの動
作内容（アクション）設定画面で RPG
プログラム呼び出しのアクションを追加
できる（なお、ウィジェットやアプリケー
ションセクション上にボタンを追加する
のも、この動作内容設定画面で行う）。 

【図 7】
2 と 3 は、それぞれウィジェットの設

定画面で呼び出したい RPG プログラム
の ID を追加すればよい。【図 8】【図 9】

Valence App Builder では、実行す
る RPG プログラムをテンプレートプロ
グラムからコピーして作成する。テンプ
レートプログラムは、Valence ライブラ
リ上にある QRPGLESRC の中に含まれ
ている。【図 10】

1　  クリック：VALENCE52/
QRPGLESRC（EXNABBTN）

2　  Edit Grid：VALENCE52/
QRPGLESRC（EXNABVAL）

3　  フィルタ：VALENCE52/
QRPGLESRC（EXNABFLT）

1 のクリック時に実行されるプログラ
ム（EXNABBTN）のテンプレートプ
ログラムは、【ソース 1】である。テン
プレートプログラムは、フリーフォーム
RPG で記述されている。
【1- ①】が実行するプログラムの定義

（ プロトタイプ PR およびプロシー
ジャーインターフェース PI）となって
おり、アプリケーションを作成する際に
は、ここにそれぞれプログラム ID を指

は、抽出したデータをさまざまな見せ方
で表示するための部品である。2019 年
8 月現在の最新版である Valence5.2 に
は、表（グリッド）やグラフ、地図など
全部で 12 種類のウィジェットが用意さ
れている。【図 3】

選択したウィジェットに応じた設定
画面が用意されているので、データソー
ス上のカラム（フィールド）を関連付け
る。たとえばグリッドであれば、表示さ
せる列の指定や書式の設定を行えばよ
い。また、グリッドやグラフのウィジェッ
トでは、データソース上のレコードを絞
り込むためのフィルタ設定が可能であ
る。これにより、実行時にユーザーによ
る条件指定が行える。【図 4】

必要なウィジェットが揃ったら、1 つ
あるいは複数のウィジェットを組み合わ
せてアプリケーションを作成する。複数
のウィジェットを 1 つのワークスペース
に配置した単一画面のアプリケーション
や、複数のセクションを定義してワーク
スペースを増やすことで、複数画面をも
つアプリケーションを作成できる。【図5】

ワ ー ク ス ペ ー ス 上 に 複 数 の ウ ィ
ジェットを配置した場合や、複数のアプ
リケーションセクションを定義した場合
には、ユーザーの操作に対するアクショ
ンを設定できる。たとえば、グリッドに
表示された受注一覧の行をクリックした
時に、選択した受注 NO でデータの絞
り込み（フィルタ）を行い、結果を詳細
フォームに表示するといったアクション
が設定できる。【図 6】

以上が、Valence App Builder でア
プリケーションを開発する手順である。
基本的な部分はウィザードを使った簡単
な定義で済み、一切のコーディングを行
わずにアプリケーションが作成できる。

3.   Valence App 
BuilderとRPG 
連携の基本

Valence App Builder では、編集グ
リッド（Edit Grid）やフォーム（Form）
の入力欄に関して、カラムの属性に合わ
せた入力可能文字の制御や項目の必須
チェックなどを、ウィザードで設定できる。

しかし、たとえば複数項目間の相関エ
ラーチェック等はウィザードでは設定で
きない。また、データソース上のカラム
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図4　ウィジェットのフィルタ設定

図5　アプリケーションの作成
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今回は取得したルートフォルダの配下に
ある "resources/pdfs" の中に、PDF ファ
イルがあらかじめ保存されている想定で
ある。
【4- ②】では、対象となる商品 CD の

PDF ファイルが存在するかどうかを判
定している。vvIfs_pathExists は、パ
ラメータに指定したファイルが存在する
かどうかを確認するための API で、ファ
イルが存在する場合は“*ON”、存在し
ない場合は“*OFF”が返却される。今
回はファイルが存在しない場合、エラー
メッセージを Valence に渡している。
【4- ③】が、PDF ファイルを Valence

側に受け渡す処理である。vvout 構造体
は出力するファイルを指定するもので、
download フィールドに“1”をセット
すると、クライアントへファイルを受け
渡すモードとなる。そして file フィール
ドにダウンロードしたいファイルをセッ
トし、vvOut_file という API を実行す
ると、ファイルが Valence 側へ渡される。

なおファイルのダウンロード機能を
実装する場合は、Valence App Builder
の RPG プログラム呼び出し設定画面に
て、［ファイル返却時の処理］に“ダウ
ンロード”を指定する。【図 16】

次に、2 の動的に作成したファイルダ
ウンロードについて、具体例として担当
者別受注一覧 Excel のダウンロード機
能を紹介する。【図 17】

フォームウィジェット上にある［受注
ダウンロード］ボタンをクリックすると、
IBM i 上の受注ファイル（F_JUCHU_H）
から、選択した担当者 CD の受注データ
を取得し、その結果をもとに動的に作成
した Excel ファイルをダウンロードす
る。ボタンをクリックした時に実行され
る RPG プログラム（TEC040）が、【ソー
ス 5】である。
【5- ①】が、受注ファイルを取得する

ためのデータ抽出用 SQL 文である。
フォーム上の担当者 CD を取得し、その
値を使った SQL 文字列を作成している。

【5- ②】が Excel ファイルのダウンロー
ド処理である。vvOut_execSqlToSSは、
SQL で取得した結果をもとに Excel
ファイルを出力する API である。

なお今回の方法では、SQL をもとに
Excel ファイルを作成しているが、デー
タ構造体（DS）をもとに Excel ファイ

⑤】に記述された SendError は、デー
タの更新処理を中断し、エラーメッセー
ジを出力する API である。

今回は 2 つの具体例をもとに、Valence 
App Builder から RPG プログラムを連
携する方法を紹介した。

本章の最後に、Valence App Builder
の各 RPG テンプレートプログラムから
使用できる API 一覧を紹介する。【図 14】

なお各 API の詳細は、Valence Portal
にある「Valence API ドキュメント」
メニューに説明とサンプルが記載されて
いるので、確認してほしい。

4.   Valence RPG 
ToolKit活用 
テクニック

前章では、Valence App Builder か
ら RPG プログラムを呼び出す方法を説
明したが、他にも Valence には、RPG
を活用して機能拡張を行う仕組みが用意
されている。それが、RPG ToolKit で
ある。ここでは RPG ToolKit の活用例
として、ファイルのダウンロード機能、
メール送信機能の実装を紹介する。

まず、ファイルのダウンロード実装例
を紹介する。ファイルのダウンロードと
いっても大きく分けて、「1　あらかじめ
保存しているファイルをダウンロードす
る」「2　動的にファイルを生成してダウ
ンロードする」の 2 つが考えられる。今
回は両方の手法を紹介する。

1 の保存ファイルダウンロードについ
て、具体例として商品カタログ PDF の
ダウンロード機能を紹介する。【図 15】

フォームウィジェット上にある［カタ
ログダウンロード］ボタンをクリックす
ると、IFS 上に保存された選択商品 CD
に関するカタログファイル（［商品
CD］.pdf）をダウンロードする。この
ボタンをクリックした時に実行される
RPG プログラム（TEC030）が、【ソー
ス 4】である。
【4- ①】が、IFS 上に保存された PDF

ファイルの保管先パスを取得するロジッ
クである。vvUtility_getValenceSetting
は、Valence の 設 定 情 報 を 取 得 す る
API で、 パ ラ メ ー タ に“ROOT_
PATH”を指定することで、IFS 上の
Valence ルートフォルダを取得できる。

つまりテンプレートプログラムの仕
組み（構成）と Valence の API の使用
方法さえマスタすれば、これまでどおり
の RPG スキルをそのまま活用して開発
できる。

なお、作成した RPG ソースは通常ど
おりにコンパイルしてオブジェクトを生
成すればよいが、コンパイル時に RPG
プリプロセッサ・オプションを“*LVL2”
に変更する点に注意してほしい。【図 12】

2 つ目は、編集グリッド（Edit Grid）
を使用したユーザーマスタメンテナンス
画面である。【図 13】

このアプリケーションでは、入力画面
上の連絡区分の値により、異なる必須項
目エラーチェックを行う。レコード新規
追加／更新／削除のタイミングで呼び出
す RPG プログラム（TEC020）が、【ソー
ス 3-1】【ソース 3-2】である。このプロ
グラムは、テンプレートプログラム
EXNABVAL をコピーして作成したも
のである。
【3- ①】のプログラム定義では、プロ

グラム ID の“TEC020”を指定している。
【3- ②】がプログラムのメイン処理となっ
ている。パラメータ inMode は、Edit 
Grid の実行状態を表しており、レコー
ドの新規追加時は“ADD”、編集時は

“EDIT”、削除時は“DELETE”がセッ
トされるようになっている。

そして実行状態に応じて、新規追加時
であれば ProcesssAdd サブプロシー
ジャーが、編集時であれば ProcessEdit
サブプロシージャーが、削除時であれば
ProcessDelete サブプロシージャーが呼
び出されるので、それぞれに必要なアプ
リケーションロジックを各サブプロシー
ジャーに記述すればよい。
【3- ③】がこの ProcesssAdd サブプ

ロシージャーの主処理で、連絡区分の値
に応じたエラーチェック処理を実行して
いる。その中にある【3- ④】【3- ⑤】が
Valence の API を使用した部分でフ
リー形式である（【3- ④】【3- ⑤】以外
の箇所は、固定長形式で記述している）。
【3- ④】が、Edit Grid 上の編集画面

で更新された項目の値を取得して変数に
代入する処理である。値の取得には、
GetValue を使用する。これは、パラメー
タに指定したファイル、フィールドの値
を取得する Valence の API である。【3-
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図6　動作内容（アクション）の設定

図8　Edit Grid　編集時のRPG呼び出し

図7　クリック時のRPG呼び出し
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Builder のアプリケーションに対し、さ
まざまな機能拡張も行える。ぜひ本稿を
参考に、さらなる Valence App Builder
の活用をご検討いただきたい。

 M

は、Valence 側で指定された文字列を取
得する API で、追加パラメータに指定
した“MAILTO”と“sid”を取得して
いる。“sid”はセッション ID のことで、
Valence を実行しているブラウザごとに
一意になる文字列が取得できる。
【7- ③】が、Excel ファイルを生成す

る部分である。今回はダウンロードでは
なく、IFS 上に Excel ファイルを一時
保 管 し て い る。vvOut 構 造 体 の
download フィールドに“F”を設定す
ると、IFS 上へファイルが作成できる。
今回は、セッション ID を使用した一意
な名称のExcelファイルを生成している。
【7- ④】が、メール送信内容を作成す

る部分である。vvMail 構造体に宛先、
題名、本文、添付ファイル等の送信内容
をセットすればよい。
【7- ⑤】が、実際にメールを送信する

処理である。vvMail_send を実行し、
メールが正常に送信できた場合には

“*ON” が、 エ ラ ー と な っ た 場 合 は
“*OFF”が返却される。

メール送信処理が終わったら、IFS 上
に一時保管したExcelファイルを【7-⑥】
で削除している。vvIfs_deleteFile は、
IFS 上のファイルを削除する処理である。

今回のプログラムにより、指定された
メールアドレス宛てに、添付ファイル付
きのメール送信が行える。【図 22】

なお、メール送信機能を使用する場
合、あらかじめ Valence の設定画面に
て、SMTP サーバーに関する設定をし
ておく必要がある。

5. さいごに
本稿では、Valence App Builder か

ら RPG を連携する手法について紹介し
てきた。Valence App Builder は、3 つ
のステップで簡単にアプリケーションが
作成できる。

ローコード開発プラットフォームで
ある Valence App Builder は、一切の
コーディングを行わずに開発できる。も
ちろん業務ロジックなど複雑な処理には
プログラムの追加が必要となるが、テン
プ レ ー ト プ ロ グ ラ ム と、Valence の
API 使用方法をマスタすれば、RPG ス
キルで簡単に処理が追加できる。

ま た 今 回 紹 介 し た と お り、RPG 
ToolKit を活用すれば、Valence App 

ルを生成する vvOut_toSS という API
も用意されている。READ命令などファ
イル操作で取得したデータを出力する場
合には、データ構造体に値をセットした
上で、こちらの API を使用すればよい。

ダウンロードされた Excel ファイル
を見ると、SQL で取得した結果が出力
されているのがわかる。【図 18】

ただし、このままでは SQL により取
得されたすべてのフィールドが出力され
ており、行タイトルには、フィールド
ID がそのまま出力される。ロジックを
追加することにより、出力する Excel
の列設定をカスタマイズすることもでき
る。カスタマイズした TEC040 プログ
ラムが、【ソース 6】である。
【6- ①】で、列の設定を行うための

vvSSCol 構造体の配列を定義している。
そして【6- ②】の部分で、Excel の列ご
とに出力したいカラム（フィールド）お
よび列のタイトルを設定している。【6-
③】の vvOut_execSqlToSS にて、出
力する SQL 文字列とともに、列定義の
構造体配列をパラメータにセットするこ
とで、列定義を含むExcel出力が行える。

【図 19】

最後に、メール送信機能の実装例を紹
介する。ここでは、ファイルダウンロー
ドで作成した Excel と同じものを添付
してメール送信する機能を紹介する。 

【図 20】
フォームウィジェット上にある［メー

ル送信］ボタンをクリックすると、メー
ル送信先アドレスを入力するダイアログ
が表示される。RPG プログラム呼び出
しのアクションを設定する際に、任意の
パラメータを追加できるオプション設定
があり、今回はメールアドレスとして、
パラメータ“MAILTO”を追加している。

【図 21】
メールアドレスを入力して、［OK］

ボタンをクリックすると、動的に作成し
た Excel ファイルを添付したメールを、
指定したアドレスに送信する。この［メー
ル送信］ボタンをクリックした時に実行
される RPG プログラム（TEC050）が、

【ソース 7】である。
メール送信のAPIを使用する場合、【7-

① 】 の よ う に D 仕 様 書 に“/define 
includeEMAIL”を追加する。【7- ②】
では、vvIn_char を使用している。これ
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図10　テンプレートRPGソース

図9　フィルタウィジェットのRPG呼び出し

図11　ボタンクリック　サンプルプログラム
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ソース1　テンプレートプログラム（EXNABBTN）
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ソース2　商品マスタメンテナンス新規登録（TEC010）
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図13　Edit Grid　サンプルプログラム

図12　コンパイル時のオプション指定
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ソース3-1　ユーザーマスタメンテナンス更新（TEC020）
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ソース3-2　ユーザーマスタメンテナンス更新（TEC020）
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図15　PDFファイル　ダウンロード

図14　Valence App Builder API一覧
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ソース4　商品カタログPDFダウンロード（TEC030）
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図17　動的に作成したExcelファイル　ダウンロード

図16　ファイル返却時の処理
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図18　動的に作成したExcelファイル

ソース5　受注データExcelダウンロード（TEC040）
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ソース6　Excelファイルの加工を追加（TEC040）

図19　改良後に作成されたExcelファイル
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図21　RPGプログラム実行時に追加パラメータをセット

図20　メール送信

図22　メール受信結果
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ソース7　メール送信（TEC050）


